
4-1 EQM-J-G工法(不陸修正40mm以上)

○旧ジョイント撤去することで既設RC床版の厚さが減
少します。EQM-J工法では，既設RC床版の厚さに戻す
「不陸修正」を行います。
○不陸修正厚が50mm以上の場合は，斫り後に引張補強
筋であるグリッドメタル筋を配置し，2種類の接着剤を
塗布して，リフレモルセットSFを打ち込み補強します。

○グリッドメタル筋は，一般鋼板（SS400）に
レーザーでスリットを入れ，専用の機械で展張
し，格子状に加工した引張補強筋です。グリッ
ドメタル筋は一面加工された材料です。
○伸縮継手を撤去した後に，コンクリート面に
設置するのみであり，鉄筋組立てに要する時間
と比較して，施工時間の短縮が図られます。こ
の工法が「EQM-J-G工法」です。
○基本寸法は主筋はD13相当の断面積を要しま
すが，設計においてはD16相当の加工も可能で
す。



4-2 施工法

○不陸修正に用いるグリッドメタル筋は，厚さ9mmの一般鋼板を用い，鉄筋D13と同等の断面
積です。鉄筋に合わせて加工できます。（鉄筋量が不足の場合はD16， D19も可能です）

○旧ジョイントの撤去作業を行い，コンクリート表面に浸透性KSプライマーを塗布して，グリッドメタ
ル筋を設置します。グリッドメタル筋は，幅180mm，長さ2,900mmで，300mmの継手構造を設けており
ます。設置後，KSボンドを塗布し，リフレコンクリートを打ち込み、表面仕上げします。
〇次に，MMジョイントDSを設置します。この工法が「 EQM-J-G工法」です。


